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日
本
の
政
治
の
行

き
詰
ま
り
は
か
な
り

激
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
男
女
平
等

の
欠
如
、
若
者
の
半

数
が
誇
り
に
思
う
こ
と
が
な
い
と

い
い
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
半

数
以
上
が
生
活
苦
を
訴
え
る
。
環

境
問
題
や
核
兵
器
問
題
も
展
望
を

示
せ
て
い
な
い
▼
萩
生
田
文
科
相

は
「
身
の
丈
」
発
言
の
後
も
、
高

等
教
育
支
援
の
対
象
外
と
な
る
新

入
生
に
対
し
「
端
境
期
な
の
で
ご

理
解
を
」
と
述
べ
た
。
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
非
正
規
雇
用
化
な

ど
財
界
・
企
業
の
論
理
に
屈
服
し

自
ら
招
い
た
「
少
子
化
・
人
口

減
」
に
首
を
絞
め
ら
れ
て
い
る
。

「
誰
も
取
り
残
さ
れ
な
い
」
社
会

の
実
現
が
政
治
の
使
命
。
そ
れ
を

放
棄
す
る
姿
勢
は
政
治
の
退
廃
、

敗
北
宣
言
で
あ
る
▼
特
に
顕
著
な

こ
と
は
、
物
の
価
値
観
を
「
生
産

性
」「
効
率
性
」「
経
済
性
」
で
推

し
量
る
こ
と
が
徹
底
強
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
効
率
が
悪
く
「
価

値
」
の
低
い
も
の
は
「
悪
」
と
ま

で
さ
れ
る
。
学
問
の
府
で
あ
る
大

学
に
対
す
る
資
金
削
減
、
産
官
軍

学
に
強
化
は
そ
の
表
れ
だ
。
医
師

の
働
き
方
に
お
い
て
も
５
％
か
ら

７
％
効
率
を
上
げ
る
と
す
る
が
、

意
味
不
明
で
あ
る
▼
豊
か
な
社
会

と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
誰
も
取
り

残
さ
れ
な
い
」「
誰
も
否
定
さ
れ

な
い
」
社
会
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
国
交
省
の
２
０
３
０
年
の
日

本
の
将
来
調
査
〝
多
様
性
社
会
シ

ナ
リ
オ
〞
に
は
か
な
り
立
派
な
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
▼
生
物
学
者

福
岡
伸
一
氏
は
「
真
の
多
様
性
と

は
、
違
う
も
の
と
の
共
存
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
利
他
的

な
概
念
」
と
述
べ
る
。
政
府
は
昨

年
、
３
年
に
１
度
の
芸
術
祭
「
あ

い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
へ
の
補

助
金
を
停
止
さ
せ
た
。
多
様
性
を

認
め
な
い
か
た
く
な
な
姿
勢
だ
。

今
の
政
治
を
如
実
に
語
る
（
無
）

２０２０年(令和２年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９３１号（１）

1931
2020年 1月25日

西宮・芦屋支部の集いでは、
講演・報告した各氏が、震災
復興への道などについて意見
交換し（左）、160人が参加し
た（下）

阪神・淡路大震災から25年阪神・淡路大震災から25年

共済制度加入者の集い共済制度加入者の集い

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

主張　本年を展望して
政府の患者負担増計画に対峙する年に ２面

診療報酬改定特集　医科・歯科
中医協「議論の整理」のポイント ４面

研
面
究 ８面診内研より　これだけは押さえてお

きたい皮膚疾患の診療のコツ（中）

阪神阪神・・淡路大震災淡路大震災2525年メモリアル特集年メモリアル特集
西西宮・芦屋支部　阪神・淡路大震災25年の集い宮・芦屋支部　阪神・淡路大震災25年の集い
阪神・淡路大震災25年メモリアル集会阪神・淡路大震災25年メモリアル集会
市民追悼のつどい市民追悼のつどい
ひと・街・くらし長田のつどいひと・街・くらし長田のつどい

３面３面

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
１
月
17
日
で
、
25
年

を
迎
え
た
。
17
日
、
18
日
の
両
日
、
県
内
各
地
で

追
悼
行
事
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
犠
牲
者
を
追
悼

す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

っ
て
生
活
と
生
業
の
復
興
を
実
現
し
よ
う
と
確
認

し
た
。
震
災
後
25
年
が
経
過
し
た
が
、
災
害
援
護

資
金
の
返
済
問
題
や
、
神
戸
市
・
西
宮
市
が
民
間

借
上
げ
復
興
住
宅
か
ら
の
退
去
を
迫
り
被
災
者
を

提
訴
、
建
物
解
体
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
に
よ

る
健
康
被
害
な
ど
、
震
災
の
問
題
は
い
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な
い
。
協
会
は
被
災
地
の
労
働
組
合
な
ど

40
超
の
団
体
と
医
師
・
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
ら

で
つ
く
る
復
興
県
民
会
議
に
参
加
し
、
住
宅
・
生

活
再
建
へ
の
公
的
助
成
の
拡
充
な
ど
を
求
め
、
継

続
し
て
活
動
し
て
い
る
。
各
地
の
企
画
の
模
様
と

理
事
長
談
話
を
掲
載
す
る
。

　

協
会
と
協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部

は
、
１
月
18
日
、
西
宮
市
立
勤
労

会
館
大
ホ
ー
ル
で
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
25
年
の
集
い 

阪
神
・
淡

路
大
震
災
―
東
日
本
大
震
災
―
原

発
事
故
」
を
開
催
し
、
会
員
・
市

民
ら
１
６
０
人
が
参
加
し
た
。
計

７
人
の
演
者
・
報
告
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
後
の
復

興
の
問
題
点
を
報
告
し
た
。

　

17
日
に
は
神
戸
市
勤
労
会
館

で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・

復
興
県
民
会
議
（
復
興
県
民
会

議
）
の
主
催
で
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
25
年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」
が

開
か
れ
た
。
２
３
０
人
が
参
加

し
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
復
興
と

被
災
者
支
援
を
求
め
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。
同
日
に

は
新
長
田
を
歩
く
ウ
ォ
ー
ク
企
画

や
、
追
悼
の
つ
ど
い
も
開
か
れ
た

（
３
面
に
各
企
画
の
詳
報
）。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
今
年

で
25
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
国
内

史
上
初
の
震
度
７
、
死
者
・
行
方

不
明
者
は
６
千
数
百
名
、
住
宅
被

害
は
64
万
棟
に
も
上
り
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
・
交
通
網
が
大
打
撃
を
受

け
て
31
万
人
が
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
震
災
後
25
年
と
い
う
節

目
の
年
で
あ
り
、
記
念
事
業
も
数

多
く
行
わ
れ
ま
す
が
、
同
時
に
被

災
者
の
高
齢
化
も
進
み
、
神
戸
市

で
は
市
民
の
３
割
以
上
が
震
災
未

経
験
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
震
災

を
風
化
さ
せ
ず
、
経
験
と
教
訓
を

継
承
す
る
新
た
な
工
夫
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
復

興
事
業
費
の
大
部
分
が
「
創
造
的

復
興
」
の
美
名
を
借
り
て
大
型
公

共
事
業
、
再
開
発
に
投
じ
ら
れ
ま

し
た
。
一
方
で
住
民
の
生
活
そ
の

も
の
の
回
復
に
つ
な
が
る
政
策
は

少
な
く
、
25
年
を
経
過
し
た
今
で

も
、「
借
り
上
げ
公
営
住
宅
」
か

ら
の
追
い
出
し
政
策
、
が
れ
き
撤

去
時
に
飛
散
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
に

よ
る
健
康
被
害
が
、
高
齢
化
す
る

被
災
者
の
生
活
と
命
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。

　

国
に
は
、
国
民
の
財
産
を
災
害

か
ら
守
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、
国
、

自
治
体
、
企
業
は
、
大
規
模
都
市

開
発
に
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
自
治
体
が
第
一
に
守
る
べ
き

は
被
災
者
の
人
権
と
生
活
で
す
。

例
え
ば
、
現
在
で
も
災
害
避
難
所

や
仮
設
住
宅
で
は
被
災
者
が
長
期

に
わ
た
っ
て
劣
悪
な
環
境
で
の
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人

権
の
面
か
ら
も
世
界
基
準
に
遠
く

及
ば
な
い
も
の
で
あ
り
、
早
急
に

改
善
す
べ
き
課
題
で
す
。
地
域
住

民
に
と
っ
て
「
持
続
可
能
」
な
街

づ
く
り
へ
、
公
的
支
援
の
充
実
と

被
災
者
の
目
線
と
意
思
に
よ
る
ケ

ア
や
生
活
再
建
を
優
先
す
べ
き
で

す
。

　

特
に
近
年
は
、
大
災
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
九
州
北
部

豪
雨
、
台
風
15
号
、
19
号
、
21
号

な
ど
、
連
続
し
て
大
災
害
が
続
き

ま
し
た
。
今
後
も
気
候
変
動
に
伴

う
自
然
災
害
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
な
ど
の
大
災
害
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

昨
年
は
改
正
災
害
弔
慰
金
法
が

成
立
し
、
災
害
援
護
資
金
の
返
済

免
除
要
件
が
拡
大
し
ま
し
た
。
安

全
・
安
心
な
社
会
を
次
世
代
に
残

す
た
め
、
震
災
の
経
験
と
教
訓
を

い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

全
国
の
被
災
者
や
支
援
者
と
共
同

し
て
、
被
災
者
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実
と
住
民
本
位
の
復
興
を
求
め

て
運
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

住
民
本
位
の
復
興

求
め
続
け
る

談 話

　

政
府
は
昨
年
12
月
17
日
、
２
０
２
０
年

度
診
療
報
酬
に
つ
い
て
、
全
体
で
マ
イ
ナ

ス
０
・
46
％
と
な
る
改
定
率
を
発
表
し

た
。
内
訳
は
、
本
体
プ
ラ
ス
０
・
55
％
、

薬
価
マ
イ
ナ
ス
０
・
99
％
、
材
料
価
格
マ

イ
ナ
ス
０
・
02
％
。
第
２
次
安
倍
政
権
発

足
後
の
２
０
１
４
年
度
改
定
以
降
、
４
回

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
る
。

協
会
は
抗
議
声
明

協
会
は
抗
議
声
明

　

協
会
は
、「
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
公
的
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関

の
経
営
を
安
定
さ
せ
、
窓
口
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
こ
そ
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
そ

の
支
払
い
能
力
に
関
係
な
く
、
安
全
・
安

心
で
質
の
高
い
最
適
な
医
療
を
受
け
る
、

と
い
う
公
的
医
療
保
険
の
基
本
的
方
針
で

あ
る
」
と
し
て
、
１
月
11
日
の
理
事
会
で

マ
イ
ナ
ス
改
定
へ
の
抗
議
声
明
を
採
択
し

た
。

　

改
定
率
も
踏
ま
え
、
加
藤
勝
信
厚
生
労

働
大
臣
は
１
月
15
日
に
中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会
（
中
医
協
）
へ
改
定
内
容
を
諮

問
。
同
日
、「
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
」

（
以
下
、「
議
論
の
整
理
」）
が
発
表
さ
れ

た
。
厚
労
省
は
１
月
15
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
、「
議
論
の
整
理
」
に
つ
い
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
。
協
会
は
意
見

を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
会
員
医
療
機
関

に
意
見
提
出
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
呼
び
か
け
た
。

意
見
集
約
を
踏
ま
え
、
中
医
協
は
２
月
上

旬
に
改
定
内
容
を
厚
労
大
臣
へ
答
申
す
る

予
定
。

（
４
面
に
特
集
。「
議
論
の
整
理
」
の
ポ

イ
ン
ト
と
協
会
抗
議
声
明
全
文
を
掲
載
）

2020年度2020年度
診療報酬改定診療報酬改定

安
倍
政
権
下
４
回
連
続
マ
イ
ナ
ス

安
倍
政
権
下
４
回
連
続
マ
イ
ナ
ス

兵庫県保険医協会設立50周年企画

日　時　２月９日（日）14時30分～（14時開場）
会　場　神戸メリケンパークオリエンタルホテル（神戸市中央区波止場町５－６）
参加費　2000円　　定　員　先着120人
※協会の共済制度ご加入中の会員と同伴の方お一人までご参加可能

第２部　パーティー
　　　　　　　　 「僕はナニワのアナウンサー」寺谷一紀さんと一緒に、 「僕はナニワのアナウンサー」寺谷一紀さんと一緒に、

立食パーティーをお楽しみください立食パーティーをお楽しみください

お申し込み・お問い合わせは、共済部 ☎078－393－1805まで

テレビでお馴染みの
テレビでお馴染みの荻原博子荻原博子さ　さ　

　ん　んががお話しします
お話しします

震災復興の過程問い直す震災復興の過程問い直す

第１部　講演　「投資なんか、おやめなさい」
　　　　　　　経済ジャーナリスト　荻原博子氏
　各種金融機関が「人のいい小金持ちを狙っている」と
指摘する荻原氏。「『何に投資すればいいですか』と聞く
人は絶対にダメ。手数料目的の金融機関のカモになるだ
けです」と断言します。「適切な資産形成の方法」と
は？みなさんのライフプランに有益な「とっておきのい
い話」をお聞かせいただく予定です。
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希望者全員に継続入居を
今後も引き続き支援

政
府
の
患
者
負
担
増
計
画
に

対
峙
す
る
年
に

「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
11
・
１
国
会
内
集
会

　

「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ

プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
11
月
１

日
、
国
会
内
集
会
を
開
催
。
10
％

へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
消
費
税
の
減

税
を
求
め
る
新
た
な
運
動
に
取
り

組
む
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
集
会

で
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
増

税
中
止
を
求
め
る
署
名
５
万
１
０

９
８
筆
を
、
野
党
国
会
議
員
に
手

渡
し
た
。
参
加
し
た
川
西
敏
雄
副

理
事
長
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

　

10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
国
会
内
集
会
に

参
加
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
呼
び
か
け
団

体
か
ら
４
人
が
集
会
で
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

の
住
江
憲
勇
会
長
は
、
医
療
機
関

の
控
除
対
象
外
消
費
税
（
損
税
）

問
題
に
つ
い
て
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
非
課
税
で
あ
る
は
ず
の
医
療

費
に
、
消
費
税
分
が
上
乗
せ
さ
れ

て
い
る
実
態
を
報
告
し
、
増
税
の

影
響
は
患
者
さ
ん
の
負
担
と
し
て

跳
ね
返
っ
て
い
る
と
語
り
、
損
税

問
題
の
抜
本
的
解
決
を
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会

副
理
事
長
の
本
田
宏
先
生
は
、
千

葉
県
を
中
心
と
し
た
台
風
災
害
な

ど
、
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
中
で
の

消
費
税
増
税
が
、
被
災
者
の
生
活

を
直
撃
し
て
い
る
と
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

財
務
会
計
が
ご
専
門
の
東
京
大

学
名
誉
教
授
の
醍
醐
聡
先
生
は
、

そ
も
そ
も
消
費
税
は
逆
進
性
が
強

く
、
弱
者
に
過
酷
な
税
制
で
あ
る

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
Ｆ
Ｃ
加
盟
店
協
会
会
長
の

庄
司
正
俊
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
消

費
税
増
税
で
起
こ
っ
て
い
た
増
税

後
の
消
費
控
え
は
あ
ま
り
感
じ
て

い
な
い
と
現
場
の
実
感
を
語
り
、

消
費
自
体
が
限
界
ま
で
低
迷
し
て

　

震
災
被
災
者
を
借
り
上
げ
公
営

住
宅
か
ら
追
い
出
す
不
当
な
施
策

を
許
さ
な
い
「
入
居
者
連
帯
す
る

12
・
19
総
決
起
集
会
」
が
、
12
月

19
日
、
ひ
ょ
う
ご
震
災
復
興
借
り

上
げ
住
宅
協
議
会
の
主
催
で
、
神

戸
市
勤
労
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
支
援
者
ら
60
人
が
参
加
し

た
。

　

神
戸
市
な
ど
の
借
り
上
げ
公
営

住
宅
か
ら
の
被
災
者
の
「
追
い
出

し
」
は
、
入
居
期
限
が
20
年
で
切

れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
２
０
１
０

年
に
突
如
、
自
治
体
か
ら
通
知
さ

れ
た
も
の
。
10
年
近
い
運
動
の
結

果
、
宝
塚
市
や
伊
丹
市
は
す
で
に

全
員
の
継
続
入
居
を
認
め
、
尼
崎

市
も
事
実
上
、
希
望
者
全
員
に
継

続
入
居
を
認
め
て
い
る
ほ
か
、
兵

庫
県
も
独
自
の
判
定
委
員
会
を
設

は
、
認
知
機
能
や
精
神
の
安
定
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

入
居
時
に
20
年
と
い
う
期
限
の

通
知
も
な
い
ま
ま
、
高
齢
化
し
て

か
ら
突
如
転
居
を
求
め
ら
れ
て
い

置
し
、
継
続
入
居
を
希
望

す
る
高
齢
者
に
対
し
て
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
神
戸
市
と
西

宮
市
は
依
然
と
し
て
頑
な

な
姿
勢
で
独
自
の
「
線
引

き
」
に
固
執
。
入
居
者
を

提
訴
し
て
転
居
を
迫
る
な

ど
、
被
災
者
の
居
住
権
を

め
ぐ
る
自
治
体
に
よ
る
格

差
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
る
。

　

集
会
で
は
、
武
村
義
人

・
協
会
副
理
事
長
が
、
医

師
と
し
て
高
齢
入
居
者
追

い
出
し
の
健
康
リ
ス
ク
に

つ
い
て
講
演
。
本
人
の
意

思
に
反
す
る
転
居
強
要

い
る
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
消
費
の
活
性
化

と
景
気
の
回
復
に
は
、
ポ
イ
ン
ト

還
元
な
ど
よ
り
も
消
費
税
の
引
き

下
げ
こ
そ
が
重
要
だ
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

集
会
に
は
各
野
党
か
ら
議
員
が

出
席
さ
れ
、
と
も
に
消
費
税
引
き

さ
を
深
く
実
感

し
ま
し
た
。
政

府
は
早
急
に
消

費
税
引
き
下
げ

に
つ
い
て
審
議

を
す
る
よ
う
野

党
は
求
め
て
い

ま
す
。

　

閉
会
あ
い
さ

つ
で
も
、
消
費

税
を
な
く
す
全

国
の
会
事
務
局

長
の
木
口
力
氏

か
ら
、
消
費
税

引
き
上
げ
に
反

対
し
て
き
た
野

党
共
闘
で
の
共
通
政
策
を
引
き
継

が
せ
、
減
税
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
と
に
か
く
声
を
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。

　

消
費
税
は
10
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
も
野
党

と
連
帯
し
て
消
費
税
引
き
下
げ

と
、
損
税
問
題
の
解
決
を
強
く
要

請
し
て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年

が
始
ま
っ
た
。

今
年
は
診
療
報

酬
改
定
の
年
で

あ
る
が
、
政
府

は
改
定
率
を
マ
イ
ナ
ス
０
・
46

％
と
決
定
し
た
。
安
倍
政
権
下

で
４
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
な
る
。
医
療
現
場
の
疲
弊
に

一
層
の
拍
車
を
か
け
る
も
の
で

あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
な

い
。
ま
た
、
医
療
や
介
護
に
お

け
る
患
者
・
国
民
へ
の
大
幅
な

負
担
増
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

実
行
さ
れ
れ
ば
、
昨
年
の
消
費

税
増
税
に
加
え
て
、
暮
ら
し
に

さ
ら
な
る
負
担
が
の
し
か
か

る
。
改
悪
中
止
を
求
め
た
い
。

　

昨
年
、
政
府
の
「
全
世
代
型

社
会
保
障
検
討
会
議
」
は
、
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
に
つ
い

て
、
原
則
２
割
（
低
所
得
者
は

１
割
）
と
し
、
現
役
並
み
所
得

者
の
３
割
負
担
と
合
わ
せ
て
３

段
階
の
窓
口
負
担
を
設
定
す
る

中
間
報
告
を
と
り
ま
と
め
た
。

「
世
代
間
の
公
平
」
や
「
負
担

と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
口
実

と
す
る
が
、
受
診
抑
制
と
医
療

費
削
減
が
目
的
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
窓
口
負
担
の
２

割
引
き
上
げ
が
受
診
抑
制
に

「
つ
な
が
る
」
と
答
え
た
方
が

の
保
険
外
し
や
受
診
時
定
額
負

担
の
上
乗
せ
等
も
目
論
ま
れ
て

お
り
、
高
齢
の
み
な
ら
ず
、
ま

さ
に
「
全
世
代
」
に
わ
た
る
負

担
増
計
画
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
に
お
い
て
も
、
同

様
の
負
担
増
が
同
時
に
計
画
さ

れ
て
い
る
。
財
務
省
の
予
算
建

議
に
は
、
利
用
者
負
担
の
２
割

73
％
に
上
る
（
保
団
連
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
ど
う
な
る
？
ど
う
す

る
？
こ
れ
か
ら
の
医
療
・
介

護
」
よ
り
）
な
ど
、
政
府
の
負

担
増
計
画
は
高
齢
者
の
健
康
破

壊
に
直
結
す
る
。
そ
の
ほ
か
、

経
済
財
政
諮
問
会
議
が
明
ら
か

に
し
た
「
改
革
行
程
表
２
０
１

９
」
で
は
市
販
医
薬
品
類
似
薬

化
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
、

要
介
護
１
・
２
の
介
護
保
険
給

付
外
し
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
た
だ
で
さ
え
大
き
な
困

難
を
抱
え
る
利
用
者
・
家
族
に

さ
ら
に
負
担
を
強
い
る
も
の
で

あ
る
。
通
常
国
会
に
は
、
補
足

給
付
（
低
所
得
者
を
対
象
に
し

た
施
設
等
の
入
所
費
・
食
費
負

担
の
軽
減
措
置
）
の
改
悪
な
ど

の
法
案
提
出
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
介
護
難
民
を
こ
れ
以
上
増

や
さ
な
い
た
め
に
、
反
対
運
動

を
強
め
た
い
。

　

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
に
も
社
会
保
障
の
拡
充
こ

そ
、
政
治
が
最
優
先
で
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
私
た
ち

医
師
・
歯
科
医
師
も
、
十
分
な

診
療
報
酬
と
低
い
窓
口
負
担
の

下
で
こ
そ
、
最
大
限
の
力
を
尽

く
せ
る
。「
自
助
」「
共
助
」
の

名
の
下
で
公
的
医
療
・
介
護
が

切
り
崩
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
国
民
医
療
と
社
会
保
障
を

守
る
た
め
の
運
動
に
力
を
注
ご

う
。
協
会
は
新
年
か
ら
「
み
ん

な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署

名
運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
県

民
の
声
を
国
会
に
伝
え
、
改
悪

阻
止
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
、
年
頭
の
決
意
と
し

た
い
。

◇
出
席　

17
人

◇
情
勢　

政
府
は
、
75
歳
の
医
療

機
関
窓
口
を
原
則
１
割
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
る
制
度
改
悪
に
つ
い

て
、
来
年
の
通
常
国
会
へ
の
関
連

法
案
の
提
出
を
、
見
送
る
方
針
を

決
定
し
た
。
早
期
提
出
を
主
張
す

る
財
務
省
と
慎
重
な
厚
生
労
働
省

が
対
立
す
る
中
、
丁
寧
な
制
度
設

計
を
求
め
る
与
党
の
意
見
に
配
慮

し
た
。
一
方
で
、
医
療
制
度
改
革

の
具
体
案
に
つ
い
て
は
来
年
夏
に

閣
議
決
定
す
る
「
骨
太
の
方
針
」

に
明
記
す
る
方
針
も
同
時
に
確
認

し
、
厚
生
労
働
省
は
75
歳
以
上
の

窓
口
負
担
の
２
割
へ
の
引
き
上
げ

で
医
療
給
付
費
を
年
約
８
千
億
円

減
ら
せ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
診
療
報
酬

の
引
き
上
げ
と
患
者
窓
口
負
担
の

軽
減
を
求
め
る
」
会
員
署
名
へ
の

取
り
組
み
、
ラ
ジ
オ
関
西
「
寺
谷

一
紀
と
い
・
し
ょ
く
・
じ
ゅ
う
」

「
医
療
知
ろ
う
」
コ
ー
ナ
ー
へ
の

出
演
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
医
療
知

ろ
う　

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
成
功
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

姫
路
市
医
師

会
「
保
険
・
医
業
経
営
勉
強
会
」

に
八
木
副
議
長
を
講
師
派
遣
し
た

こ
と
、
第
36
回
地
域
医
療
を
考
え

る
懇
談
会
in
尼
崎
を
２
月
１
日
に

開
催
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

会
員
現
勢
は
７
５
３
９
人
と

な
り
過
去
最
高
と
な
っ
た
こ
と
、

特
に
勤
務
医
の
先
生
方
に
多
く
ご

入
会
い
た
だ
い
た
こ
と
、
役
員
・

会
員
か
ら
の
協
力
を
得
て
ご
入
会

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
歯
科

拡
大
は
、
保
団
連
大
会
で
入
賞
を

狙
え
る
位
置
に
つ
け
て
い
る
こ
と

等
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
12
月
14
日
理
事
会
よ
り
）

借り上げ公営住宅追い出し問題

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

内
藤　

真
人
先
生

尼
崎
市　

歯
科

11
月
25
日 

享
年
57
歳

河
嶋
公
美
子
先
生

西
宮
市　

眼
科

11
月
27
日 

享
年
49
歳

本
年
を
展
望
し
て

　2019年に保険医年金を解約された方は、利息を一時所得として申告す
る必要があります。また、年金として受給中の方は、１月初旬に大樹生
命より送付された「生命保険契約にもとづく年金のお支払内容報告書」
（はがき）を参照の上、雑所得の申告をしてください。

　保険医年金は一般生命保険料控除（旧制度）の対象です。「生命保険
料控除証明書」は、昨年11月にお送りした積立金通知書に記載されてい
ます。
　積立年金「DefL（デフエル）」の「一般型」は一般生命保険料控除
（新制度）、同「DefL（デフエル）」の「個年型」は個人年金保険料控
除（新制度）の対象となります。「生命保険料控除証明書」は昨年10月
に各ご加入者宛に送付しております。

〈保険医年金の申告額の計算〉
一時所得＝（一時金受取額－払込掛金－50万円）×２分の１
雑所得＝年間支払額－年間必要経費（対応する掛金額） 

※他に一時所得や雑所得がある場合は、それぞれ合算して申告してください。

お問い合わせは、共済部　☎078－393－1805まで

2019年に保険医年金を解約、または 　2019年に保険医年金を解約、または 　
年金受給された方は申告をお忘れなく年金受給された方は申告をお忘れなく

生命保険料控除の申告について生命保険料控除の申告について

増税後も署名が５万筆以上寄せられ、
国会提出は計113万筆余となった　　

借り上げ住宅からの追い出しが、高齢者の健康へ
与える影響について武村副理事長が報告した　　

参 加 記

経
済
を
脅
か
す
消
費
税

引
き
下
げ
へ
声
を
上
げ
続
け
よ
う

副
理
事
長　
　

川
西　

敏
雄

る
入
居
者
が
発
言
。「
裁
判
所
の

判
決
に
は
納
得
で
き
な
い
、
引
き

続
き
支
援
を
」
と
訴
え
た
。

　

協
会
は
今
後
も
、
入
居
継
続
を

求
め
て
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

下
げ
を
求
め
て
い
こ
う
と
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

増
税
後
に
追
加
で
集
ま
っ
た

（
消
費
税
率
10
％
引
き
上
げ
撤
回

を
求
め
る
）
請
願
署
名
５
万
筆
余

を
提
出
し
て
、
署
名
数
は
累
計
で

１
１
３
万
７
０
９
９
筆
と
な
り
、

消
費
税
増
税
反
対
の
世
論
の
大
き
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「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
25
年
メ

モ
リ
ア
ル
集
会
」
に
は
、
保
団
連

か
ら
住
江
憲
勇
会
長
が
出
席
し

た
。

　

住
江
憲
勇
会
長
は
全
国
災
対
連

（
災
害
被
害
者
支
援
と
災
害
対
策

改
善
を
求
め
る
全
国
連
絡
会
）
代

表
世
話
人
と
し
て
来
賓
あ
い
さ

つ
。「
兵
庫
県
の
被
災
者
・
支
援

者
の
運
動
に
よ
り
公
的
支
援
ゼ
ロ

の
状
況
を
打
破
し
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
が
成
立
し
、
昨
年
に

は
災
害
援
護
資
金
の
返
済
免
除
の

対
象
が
低
所
得
者
に
拡
大
さ
れ

た
。
し
か
し
25
年
が
経
過
し
て

も
、
借
り
上
げ
復
興
住
宅
か
ら
の

追
い
出
し
問
題
で
は
、
神
戸
市
・

西
宮
市
が
被
災
者
に
対
し
復
興
住

宅
か
ら
の
退
去
を
求
め
提
訴
す
る

な
ど
、
被
災
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
残
っ
て
い
る
。
政
府

に
は
、
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
地

元
で
生
業
を
再
建
で
き
る
復
興
支

援
を
求
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
復
興
県
民
会

議
事
務
局
長
の
岩
田
伸
彦
氏
が
、

公
的
支
援
の
実
現
を
求
め
県
内
被

災
各
地
自
治
体
を
訪
問
し
て
公
的

支
援
を
求
め
た
キ

ャ
ラ
バ
ン
運
動

や
、
国
民
世
論
を

大
き
く
動
か
し
た

『
有
識
者
ア
ピ
ー

ル
』、
支
援
の
法

制
化
へ
国
会
議
員

へ
の
要
請
行
動
、

国
連
人
権
委
員
会

へ
の
レ
ポ
ー
ト
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の

運
動
の
歩
み
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　

特
別
報
告
で

は
、
震
災
被
災
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
で
、
被
災
者
の

巡
回
相
談
を
25
年
続
け
て
い
る
安

田
秋
成
氏
（
元
県
議
会
議
員
）

が
、
被
災
時
の
救
助
活
動
、
仮
設

住
宅
で
起
こ
っ
た
孤
独
死
な
ど
の

問
題
、
借
り
上
げ
復
興
住
宅
か
ら

の
突
然
の
追
い
出
し
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
自
身
の

体
験
を
も
と
に
報
告
し
た
。

　

ひ
ょ
う
ご
震
災
復
興
借
り
上
げ

住
宅
協
議
会
運
営
委
員
の
段
野
太

一
氏
は
「
借
り
上
げ
住
宅
問
題
」

で
の
兵
庫
県
と
神
戸
市
の
対
応
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
被
災
者
が
同

じ
条
件
で
入
居
し
た
借
り
上
げ
復

興
住
宅
で
も
、
兵
庫
県
で
は
「
判

定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
継
続
入

居
を
希
望
す
る
被
災
者
に
は
ほ
と

ん
ど
継
続
入
居
を
認
め
る
一
方

で
、
神
戸
市
は
、
市
が
一
方
的
に

設
定
し
た
厳
し
い
基
準
を
満
た
さ

な
け
れ
ば
継
続
入
居
を
認
め
ず
、

被
災
者
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
起

こ
し
た
こ
と
を
批
判
し
た
。

各
分
野
か
ら
の
報
告

25
年
の
取
り
組
み
共
有

　

集
会
で
は
、
雇
用
・
地
場
産
業

の
再
建
、
商
店
の
営
業
再
開
へ
向

け
た
支
援
制
度
の
創
設
な
ど
の
取

り
組
み
、
被
災
者
の
健
康
相
談
な

ど
、
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　

協
会
は
、「
医
療
機
関
の
取
り

組
み
と
、
仮
設
住
宅
調
査
」
を
テ

ー
マ
に
報
告
。
震
災
に
よ
っ
て
、

会
員
医
療
機
関
の
４
割
弱
が
被
災

し
た
が
、
７
割
の
医
療
機
関
が
早

期
に
診
療
を
再
開
で
き
た
一
方

で
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸

中
央
市
民
病
院
な
ど
、
災
害
時
に

中
心
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
公
立

病
院
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
、
現
在
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
医
療
産

業
都
市
は
震
災
の
教
訓
を
生
か
し

て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

参
加
者
は
、
憲
法
25
条
の
精
神

に
基
づ
い
た
人
々
の
絆
を
最
優
先

に
し
た
、
暮
ら
し
と
生
業
の
再
建

に
よ
る
復
興
を
求
め
、
災
害
援
護

資
金
融
資
の
拡
充
な
ど
を
求
め
る

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

　

協
会
神
戸
支
部
が
参
加
す
る

「
震
災
復
興
長
田
の
会
」
は
17
日

午
前
に
、「
ひ
と
・
街
・
く
ら
し

長
田
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。
１
２

０
人
が
集
ま
り
、
火
災
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
長
田
の
再
開
発
地

域
を
歩
い
て
回
っ
た
。
震
災
当
時

を
知
る
人
が
、
震
災
前
の
に
ぎ
わ

い
や
震
災
で
受
け
た
被
害
、
そ
の

後
の
地
域
住
民
を
無
視
し
た
大
規

模
再
開
発
の
問
題
点
を
語
っ
た
。

　

同
会
の
不
動
博
事
務
局
長
は
、

「
終
了
」
が
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
再
開
発
区

域
の
「
全
面
積
を

埋
め
る
計
画
が
決

ま
っ
た
」
だ
け
で

あ
る
と
し
て
、
再

開
発
ビ
ル
の
共
益

費
が
高
す
ぎ
て
空

き
が
目
立
つ
こ
と

や
、
借
り
上
げ
住

宅
問
題
・
災
害
援

護
資
金
な
ど
の
改

善
要
求
を
語
っ

た
。

て
運
動
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

森
本
真
神
戸
市
会
議
員
（
共

産
）
が
、
長
田
の
ま
ち
の
現
状
に

つ
い
て
報
告
。
再
開
発
事
業
の

「
25
年
が
経
つ
が
、
長
田
の
ま
ち

の
活
気
は
戻
っ
て
い
な
い
。
元
気

な
ま
ち
に
戻
る
こ
と
が
本
当
の
復

興
だ
。
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
あ
わ
せ

　

17
日
午
前
に
は
、
震
災
被
災
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
市
民
追
悼
の

つ
ど
い
」
を
神
戸
市
勤
労
会
館
で

開
催
。
参
加
者
は
琵
琶
に
よ
る
音

楽
法
要
と
声

し
ょ
う

明み
ょ
うで
、
犠
牲
者
を
追

悼
し
た
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
安
田

秋
成
氏
（
元
県
議
会
議
員
）
は

「
震
災
か
ら
25
年
、
震
災
犠
牲
者

の
追
悼
と
鎮
魂
を
願
う
思
い
で
、

こ
の
つ
ど
い
を
開

催
し
て
き
た
。
震

度
６
以
上
の
地
震

が
当
時
か
ら
予
想

さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
行

政
は
金
銭
的
理
由

で
、
耐
震
工
事
を

後
回
し
に
し
て
き

た
の
は
許
せ
な

い
。
今
後
も
被
災

者
に
寄
り
添
う
復

興
支
援
に
取
り
組

む
よ
う
、
訴
え
続

け
る
」
と
語
っ

た
。

よ
び
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
保

険
医
協
会
・
協
会
西
宮
芦
屋
支
部

の
取
り
組
み
を
報
告
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
が
発
生
し
た
直
後
の
様

子
や
経
験
を
述
べ
た
ほ
か
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
と
の
様
々
な

交
流
の
経
験
や
、
被
災
者
の
思
い

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

ま
た
同
会
場
で
、
被
災
地
交
流

物
産
物
品
店
も
開
催
。
岩
手
県
宮

古
市
の
「
か
け
あ
し
の
会
」
な
ど

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
が
、
地

元
品
の
販
売
を
通
じ
て
復
興
支
援

・
交
流
を
訴
え
、
集
い
の
参
加
者

ら
が
列
を
な
し
た
。

　

講
演
の
冒
頭
と
合
間
に
、
二
胡

演
奏
者
の
劉
揚
氏
が
「
し
あ
わ
せ

運
べ
る
よ
う
に
」
な
ど
を
演
奏
。

会
場
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直

後
の
様
子
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
を

行
っ
た
。

被
害
の
実
態
調
査
や
、
検
診
体
制

の
確
立
を
訴
え
た
。

　

神
戸
市
の
借
り
上
げ
復
興
市
営

住
宅
に
居
住
す
る
丹
戸
郁
江
氏
の

報
告
を
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

際
に
看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
務
め

た
阿
部
由
香
氏
が
代
読
。
退
去
を

迫
る
市
の
対
応
の
冷
た
さ
を
批
判

す
る
と
と
も
に
、
継
続
入
居
を
求

め
る
思
い
を
訴
え
た
。

　

久
留
米
大
学
外
国
語
教
育
研
究

所
講
師
の
デ
ィ
ヌ
ー
シ
ャ
・
ラ
ン

プ
ク
ピ
テ
ィ
ア
先
生
は
、「
外
国

人
か
ら
見
た
大
震
災
」
を
テ
ー
マ

に
報
告
。
外
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
困
難
さ
や
孤
立
感
を

解
消
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
特

に
英
語
圏
以
外
の
人
向
け
に
も
情

報
発
信
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

西
宮
市
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
・
協
会
顧
問
の
広
川
恵
一

先
生
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
お

世
界
へ
」
と
題
し
、
原
発
事
故
に

て
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
多

さ
や
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
得
る
健

康
被
害
に
つ
い
て
講
演
。
昨
年
３

月
ま
で
に
国
が
住
宅
支
援
を
打
ち

切
り
、
避
難
者
は
一
方
的
に
追
い

出
さ
れ
、
子
ど
も
を
含
め
放
射
線

被
曝
さ
せ
て
い
る
と
強
い
問
題
意

識
を
訴
え
た
。

震
災
25
年
を
振
り
返
り

活
動
報
告

　

集
い
で
は
、
震
災
後
25
年
が
経

過
し
た
今
、
起
こ
っ
て
い
る
諸
問

題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
各
氏

が
報
告
し
た
。

　

協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部
世
話
人

の
上
田
進
久
先
生
が
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
曝

に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
報
告
。
飛

散
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康

後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
東
日
本
大
震
災
や
原

発
事
故
に
お
い
て
故
郷
が
失
わ
れ

た
こ
と
を
「
あ
い
ま
い
な
喪
失
」

と
表
現
し
た
。
故
郷
は
そ
こ
に
存

在
す
る
が
、
帰
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と

で
、
何
か
を
決
断
す
る
こ
と
に
大

き
な
葛
藤
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
、

人
生
を
、
前
向
き
に
生
き
る
こ
と

を
阻
害
し
て
い
る
と
し
た
。

　

小
出
先
生
は
、「
原
発
の
な
い

震
災
25
年
の
検
証
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
こ
の
25
年
間
の
復
興
の
検

証
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と

し
、
歴
史
的
な
俯
瞰
を
行
い
、
生

き
た
教
訓
を
引
き
出
す
必
要
が
あ

る
と
主
張
し
た
。
特
に
短
期
的
課

題
で
あ
る
生
活
の
再
建
は
ウ
ェ
イ

ト
が
大
き
く
、「
医
、
食
・
職
、

住
、
育
、
連
、
治
」
と
い
っ
た
包

括
的
な
生
活
の
復
興
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
た
。

　

堀
先
生
は
、「
東
日
本
大
震
災

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
の
「
震
災

25
年
の
集
い
」
の
講
演
で
は
兵
庫

県
立
大
学
大
学
院
減
災
復
興
政
策

研
究
科
科
長
の
室
崎
益
輝
先
生
と

南
相
馬
市
・
ほ
り
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
堀
有
伸
先
生
、
元

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教
の

小
出
裕
章
先
生
の
３
氏
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
阪
神
・
淡
路
大

震
災
や
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興

の
問
題
点
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

室
崎
先
生
は
「
阪
神
・
淡
路
大

メ
モ
リ
ア
ル
企
画

メ
モ
リ
ア
ル
企
画

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

震
災
25
年
の
節
目
に
、

各
地
で
行
わ
れ
た
企
画
の

模
様
を
紹
介
す
る
。

1・171・17 協会と西宮・芦屋支部共催「震災25年の集い」協会と西宮・芦屋支部共催「震災25年の集い」

震災からの復興を検証し震災からの復興を検証し
課題を交流　　　　　　課題を交流　　　　　　

市
民
追
悼
の
つ
ど
い

市
民
追
悼
の
つ
ど
い

希
望
の
鐘
を
突
き

犠
牲
者
の
鎮
魂
願
う

（
上
か
ら
）
室
崎
先
生
、
堀
先
生
、
小
出
先
生
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
問
題
に
つ
い
て
講
演
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地元の商店の方から商店街復興に向けた
取り組みを聞く参加者　　　　　　　　 音楽法要と声

しょう
明
みょう
で震災の犠牲者を追悼

阪
神
・
淡
路
大
震
災

阪
神
・
淡
路
大
震
災
2525
年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会

年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会

暮
ら
し
と
生
業
の
再
建
へ

支
援
制
度
の
拡
充
を

大規模再開発の問題点
歩いて学ぶ

長田ウォーク長田ウォーク

集まった230人は、暮らしの再建を求める運動の
継続を確認するアピールを採択した 　　　　　



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９３１号 （４）２０２０年(令和２年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

決
定
さ
れ
た
改
定
率
を
ふ
ま
え
、
１
月
15
日
に
厚
労
省
の
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
が
発
表
し
た
「
令
和
２
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」に
よ
る
選
別
変
わ
ら
ず

診
療
報
酬
改
定
・
中
医
協「
議
論
の
整
理
」の
ポ
イ
ン
ト

診
療
報
酬
改
定
・
中
医
協「
議
論
の
整
理
」の
ポ
イ
ン
ト

医医  

科科
歯歯  

科科

「
か
か
り
つ
け
機
能
」評
価

　

こ
の
間
の
改
定
同
様
、「
か
か

り
つ
け
機
能
の
評
価
」
が
重
点
の

一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
外

来
に
お
け
る
継
続
的
か
つ
全
人
的

な
医
療
の
実
施
を
推
進
す
る
」
と

し
て
い
る
が
、「
か
か
り
つ
け
機

能
」
と
い
う
厚
労
省
の
尺
度
で
医

療
機
関
を
選
別
評
価
す
る
の
で
は

な
く
、
診
療
所
や
病
院
が
地
域
医

院
内
感
染
対
策
研
修
を

関
係
職
員
ま
で
拡
大

　

「
歯
科
外
来
診
療
に
お
け
る
院

内
感
染
防
止
対
策
を
推
進
す
る
観

点
」
と
し
て
、
常
勤
の
歯
科
医
師

だ
け
で
な
く
関
係
す
る
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
行
う
こ
と
と

し
、
基
本
診
療
料
の
評
価
を
見
直

す
と
し
た
。

　

「
歯
科
医
療
機
関
に
お
け
る
医

療
安
全
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す

る
観
点
」
と
し
て
、
外
来
環
（
歯

科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算
）
の

施
設
基
準
は
、
歯
科
医
師
お
よ
び

歯
科
衛
生
士
の
配
置
等
の
要
件
を

見
直
す
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

協
会
は
、
厚
労
省
に
対
し
、
院

内
感
染
防
止
対
策
を
引
き
合
い
に

導
入
さ
れ
た
基
本
診
療
料
の
減
算

制
度
（
歯
初
診
）
を
廃
止
す
る
こ

と
を
要
望
し
て
き
た
。
歯
初
診
の

届
出
は
、
全
国
で
95
％
（
兵
庫
は

95
・
５
％
）
と
、
廃
院
予
定
や
意

図
的
に
届
出
し
な
い
先
生
を
除
け

ば
実
質
１
０
０
％
で
あ
り
、
感
染

対
策
等
の
院
内
研
修
は
各
医
療
機

関
で
行
っ
て
い
る
。
届
出
・
減
算

ル
ー
ル
は
廃
止
し
た
上
で
、
歯
科

初
診
料
・
再
診
料
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
。

歯
管
の
見
直
し

Ｓ
Ｐ
Ｔ
対
象
外
の
Ｐ
で
継
続

治
療
す
る
場
合
の
新
た
な
評
価

　

「
歯
科
口
腔
疾
患
の
重
症
化
予

防
の
観
点
」
と
し
て
、
歯
科
疾
患

管
理
料
に
つ
い
て
、
初
診
時
の
評

価
を
見
直
す
と
と
も
に
、
長
期
的

な
継
続
管
理
に
つ
い
て
新
た
な
評

価
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

歯
周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ

Ｔ
）
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
歯

周
病
を
有
す
る
患
者
に
対
す
る
継

続
的
治
療
に
つ
い
て
新
た
な
評
価

を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

口
腔
機
能
管
理
を
推
進
す
る
観

点
」
と
し
て
、
歯
科
疾
患
管
理
料

の
口
腔
機
能
管
理
加
算
お
よ
び
小

児
口
腔
機
能
管
理
加
算
（
小
機

能
）
の
要
件
等
を
見
直
す
こ
と
か

示
さ
れ
た
。
な
お
協
会
が
、
小
機

能
の
評
価
の
引
き
上
げ
と
患
者
提

供
文
書
の
改
善
な
ど
を
重
ね
て
要

請
し
た
こ
と
を
受
け
た
、
田
村
智

子
議
員
（
日
本
共
産
党
）
の
質
問

主
意
書
に
対
し
て
、「（
提
供
文
書

に
つ
い
て
）
様
式
や
記
載
す
べ
き

文
言
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

は
な
い
」
と
す
る
厚
労
省
の
答
弁

を
引
き
出
し
て
い
る
。

周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理
や

歯
科
固
有
技
術
の
評
価

　

そ
の
他
、
周
術
期
等
専
門
的
口

腔
衛
生
処
置
の
要
件
の
見
直
し
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
対
象
見
直

し
、
手
術
用
顕
微
鏡
を
用
い
た
根

管
充
填
処
置
の
対
象
見
直
し
、
抜

歯
等
の
手
術
に
お
け
る
歯
科
麻
酔

薬
の
算
定
と
、
歯
科
技
工
料
調
査

結
果
を
踏
ま
え
た
歯
冠
修
復
お
よ

び
欠
損
補
綴
等
の
評
価
の
見
直
し

等
が
示
さ
れ
た
。

　

協
会
は
、
歯
科
の
基
礎
的
技
術

料
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て
、
歯
科

医
師
の
み
な
ら
ず
歯
科
衛
生
士
・

歯
科
技
工
士
の
評
価
も
上
げ
る
こ

と
が
、
歯
科
医
療
の
質
の
担
保
に

つ
な
が
る
と
主
張
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
今
も
高
騰
が
続
く
歯
科

用
金
属
の
逆
ザ
ヤ
問
題
は
喫
緊
の

大
問
題
で
あ
る
。
対
応
を
先
延
ば

し
せ
ず
、
治
療
す
る
ほ
ど
医
療
機

関
の
持
ち
出
し
が
増
大
す
る
事
態

を
早
期
に
解
決
す
る
よ
う
、
厚
労

省
に
対
し
強
く
重
ね
て
求
め
て
い

く
。

療
で
担
っ
て
い
る
役
割
を
正
当
に

評
価
し
、
初
・
再
診
料
そ
の
も
の

を
引
き
上
げ
る
べ
き
。

　

○
初
診
料
の
機
能
強
化
加
算
の

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
周
知
の

要
件
見
直
し

　

○
再
診
料
の
地
域
包
括
診
療
加

算
の
要
件
見
直
し

　

○
医
師
に
よ
る
重
複
投
薬
の
把

握
や
薬
局
に
よ
る
重
複
投
薬
の
確

認
の
結
果
を
活
用
し
て
、
重
複
投

薬
に
関
す
る
他
医
療
機
関
と
の
連

絡
・
調
整
等
を
行
う
取
組
の
評
価

　

○
紹
介
先
の
他
医
療
機
関
か
ら

紹
介
元
の
か
か
り
つ
け
医
機
能
を

有
す
る
医
療
機
関
へ
情
報
提
供
し

た
場
合
の
評
価

　

○
小
児
か
か
り
つ
け
診
療
料
及

び
小
児
科
外
来
診
療
料
の
対
象
患

者
等
の
要
件
見
直
し

　

○
小
児
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援

加
算
の
対
象
患
者
や
頻
度
等
の
要

件
見
直
し

　

○
医
療
的
ケ
ア
児
が
安
心
し
て

安
全
に
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
主
治
医
か
ら
学
校
医
等

へ
の
診
療
情
報
提
供
の
評
価

　

○
紹
介
状
な
し
大
病
院
受
診
時

の
患
者
定
額
負
担
や
、
紹
介
率
・

逆
紹
介
率
の
低
い
大
病
院
に
対
す

る
初
診
料
等
減
算
に
つ
い
て
、
対

象
医
療
機
関
の
範
囲
見
直
し

　

患
者
定
額
負
担
の
拡
大
は
フ
リ

ー
ア
ク
セ
ス
制
限
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
紹
介
・
逆
紹
介
率
が
低
い

こ
と
に
よ
る
初
診
料
等
減
算
な
ど

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
、
診
療
報
酬
の

在
り
方
と
し
て
適
切
で
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
拡
大

　

情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療

は
推
進
あ
り
き
で
拙
速
な
適
用
拡

大
が
狙
わ
れ
て
い
る
。
エ
ビ
デ
ン

ス
等
、
慎
重
に
議
論
す
べ
き
。

　

○
情
報
通
信
機
器
を
用
い
て
行

う
診
療
に
つ
い
て
、
対
面
診
療
と

組
み
合
わ
せ
た
活
用
を
適
切
に
推

進
す
る
観
点
か
ら
、
実
施
方
法
や

対
象
疾
患
等
の
要
件
見
直
し

　

○
外
来
患
者
及
び
在
宅
患
者
に

対
す
る
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し

た
遠
隔
服
薬
指
導
の
評
価

複
数
医
療
機
関
の

訪
問
診
療
な
ど
一
部
改
善

　

○
複
数
の
医
療
機
関
が
連
携
し

て
行
う
訪
問
診
療
に
つ
い
て
当
該

医
療
機
関
間
で
情
報
共
有
し
た
場

合
、
依
頼
先
の
医
療
機
関
が
６
か

月
を
越
え
て
訪
問
診
療
を
実
施
で

き
る
よ
う
要
件
見
直
し

　

協
会
・
保
団
連
が
要
求
し
て
き

た
こ
と
だ
が
、
月
１
回
ま
で
と
す

る
算
定
制
限
も
撤
廃
す
べ
き
。

　

○
退
院
直
後
に
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
又
は
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
（
複
合
型
サ
ー

ビ
ス
）
を
利
用
す
る
医
療
的
な
ニ

ー
ズ
の
高
い
患
者
に
つ
い
て
、
宿

泊
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
の
訪
問
診
療

の
要
件
見
直
し

　

他
施
設
の
空
き
待
ち
な
ど
を
背

景
と
し
た
ロ
ン
グ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
が
多
い
実
態
か
ら
も
、
協
会
・

保
団
連
が
要
求
し
て
き
た
よ
う
に

訪
問
診
療
等
に
つ
い
て
サ
ー
ビ
ス

利
用
前
30
日
以
内
の
実
績
と
利
用

後
30
日
間
の
み
の
算
定
と
い
う
制

限
自
体
を
撤
廃
す
べ
き
。

超
音
波
検
査
で
複
数
見
直
し

　

○
胸
腹
部
の
断
層
撮
影
法
に
つ

い
て
、
対
象
と
な
る
臓
器
や
領
域

に
よ
り
検
査
の
内
容
が
異
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
そ
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
の
要
件
見
直
し

　

○
超
音
波
検
査
に
つ
い
て
、
主

な
所
見
等
を
報
告
書
又
は
診
療
録

に
記
載
す
る
よ
う
要
件
見
直
し

　

○
超
音
波
診
断
装
置
の
高
性
能

化
に
よ
り
超
音
波
検
査
の
パ
ル
ス

ド
プ
ラ
機
能
が
標
準
的
に
搭
載
さ

れ
る
機
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
パ
ル
ス
ド
プ
ラ
法
加
算

の
評
価
見
直
し

入
院
料　

「
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
」
厳
格
化
な
ど

　

○
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医

療
・
看
護
必
要
度
に
つ
い
て
、
判

定
に
係
る
項
目
や
判
定
基
準
等
や

該
当
患
者
割
合
の
要
件
見
直
し

　

急
性
期
病
床
の
絞
り
込
み
を
企

図
し
た
「
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
」
基
準
の
一
層
の
厳
格
化

が
狙
わ
れ
て
い
る
。

　

○
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
医

療
区
分
３
の
評
価
項
目
の
う
ち
、

「
中
心
静
脈
栄
養
を
実
施
し
て
い

る
状
態
」
の
要
件
見
直
し

　

○
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
等
の

長
期
留
置
を
行
っ
て
い
る
患
者
に

対
す
る
感
染
管
理
体
制
を
求
め
る

等
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
の
要

件
見
直
し

※ 

「
○
」
が
抜
粋
。
太
字
は
協
会
コ
メ
ン
ト

　（１面からのつづき）政府が診療報酬の改定率を決定したことを受け、協会
が１月11日に発表した抗議声明の全文を掲載する。

内閣総理大臣　安倍晋三　殿

診療報酬マイナス改定に抗議する診療報酬マイナス改定に抗議する
2020年１月11日
兵庫県保険医協会
第1105回理事会

　政府は昨年12月17日、2020年度診療報酬改定について、本体プラス0.55％、
薬価マイナス0.99％、材料価格マイナス0.02％、全体でマイナス0.46％とする
ことを決めた。社会保障費の抑制路線のもと、安倍政権で４回連続のマイナス
改定となる。
　診療報酬は、国民が公的医療保険で受けられる医療の質と範囲、量を規定す
るものであるとともに、医療機関が非営利で必要十分な医療を患者、国民に提
供するための原資である。この間の度重なる診療報酬のマイナス改定は、入院
患者に早期退院を促したり、必要なリハビリを途中で打ち切ったりせざるを得
ないなど、患者負担増と相まって、患者、国民が安心して必要な医療を受けら
れない状況を生みだしている。
　また、医療経済実態調査結果から明らかなように、医療機関の経営は厳しい
状況が続き、医療従事者の給与水準は低いままにとどまっている。このような
医療費抑制策のもと、医療現場は医師ら医療従事者の長時間過密労働によって
支えられている。政府は「医師の働き方改革」の必要性を強調し、本体改定率
プラス0.55％のうち、0.08％は「消費税財源を活用した救急病院における勤務
医の働き方改革への特例的な対応」としているが、働き方の改善に必要なのは
一時的ではなく恒常的な措置である。
　今次改定では、薬価・材料の引き下げ財源の診療報酬本体への振替が行われ
なかった。2014年から４回連続であり、今回は発表資料から「本体」との表現
がなくなった。薬価・材料費を診療報酬の外枠としようとの思惑が透ける。し
かし、この振替措置は、1972年の中医協建議以来、厚生（労働）大臣や首相が
公式に合意し、医療制度の改善のために尊重してきたものだ。働き方改革を言
うならば、高薬価が社会的な問題になっているなか、より一層この財源を診療
報酬本体に振り向けるべきである。
　そもそも、「社会保障改善のため」と国民に消費税増税で重い負担を課しな
がら、「消費税財源を活用した」対応が一時的にとどまるのは、これが法人税
減税などの穴埋めに使われ、社会保障充実に使われていないということを示唆
している。大企業や富裕層へ適切な課税を行い、医療・社会保障の充実を行う
べきである。
　診療報酬を大幅に引き上げ、公的医療を提供する医療機関の経営を安定さ
せ、窓口負担を軽減することこそ、すべての国民が、その支払い能力に関係な
く、安全・安心で質の高い最適な医療を受ける、という公的医療保険の基本的
方針である。私たちはマイナス改定に抗議し、診療報酬大幅引き上げと患者窓
口負担の引き下げを求める。
 以上

薬科部研究会

周産期うつ病の病態とその治療

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

脳疾患と定位放射線治療
～最近の話題より～

日　時　２月８日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　兵庫医科大学　精神科神経科学講座　清野　仁美先生
参加費　1,000円（協会会員は無料）

日　時　２月29日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　慈恵会新須磨病院　ガンマナイフ治療センター　近藤　威先生
参加費　1,000円（協会会員は無料）
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歯
科
部
会
は
11
月
24
日
、
協
会

会
議
室
で
初
級
歯
科
助
手
講
座
を

開
催
。
協
会
講
師
陣
が
『
デ
ン
タ

ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保
険

診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
用
い
て

基
礎
知
識
を
講
義
し
た
ほ
か
、

「
患
者
接
遇
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
―
電
話
応
対
等
の
実
技
演
習

付
―
」
を
テ
ー
マ
に
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
松
田

幸
子
先
生
が
講
演
し
、
64
人
が
参

加
し
た
。
山
田
真
義
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

毎
回
好
評
の
歯
科
助
手
講
座
だ

が
、
主
な
参
加
層
は
経
験
年
数
の

浅
い
受
付
、
歯
科
助
手
、
歯
科
衛

生
士
等
で
あ
る
。
ち
な
み
に
当
院

は
開
院
以
来
約
10
年
勤
務
の
受
付

兼
歯
科
助
手
、
歯
科
衛
生
士
、
そ

し
て
院
長
で
あ
る
私
が
お
世
話
に

な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
業
務
の
再

認
識
と
感
染
予
防
対
策
の
復
習
、

お
よ
び
そ
れ
ら
の
共
有
を
目
的
に

参
加
し
た
。
全
体
の
構
成
は
以
下

の
通
り
。

○
歯
科
固
有
の
臨
床
現
場
で
頻
繁

に
出
て
く
る
解
剖
学
的
な
単
語
の

講
義

○
む
し
歯
、
根
管
治
療
、
補
綴
、

エ
ッ
ク
ス
線
、
麻
酔
に
つ
い
て　

○
受
付
業
務
で
大
切
な
保
険
証
の

で
、
入
学
の
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、
湯

之
上
茂
先
生
で
し
た
。
校
訓
の

「
自
主
、
創
造
、
友
愛
」
の
な
か

で
も
、
友
愛
の
精
神
の
大
切
さ
を

強
調
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。
友
愛
の
精
神
は
、
い
つ
で
も

相
手
や
他
者
を
尊
重
し
な
が
ら
自

己
の
目
標
向
上
に
つ
な
が
る
と
ご

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
こ
と
は
、
高

校
を
卒
業
し
て
36
年
が
経
過
し
た

今
も
、
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
さ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
さ
れ

て
い
た
方
が
、
お
医
者
さ
ま

の
湯
之
上
茂
先
生
だ
と
は
思

い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
２

０
０
８
年
、
初
め
て
参
加
し

た
姫
路
・
西
播
支
部
幹
事
会

で
、
自
己
紹
介
し
た
私
に
、

微
笑
ん
で
「
覚
え
て
い
ま
す

よ
。
姫
路
東
高
校
の
卒
業
生

で
す
ね
。
生
徒
会
活
動
に
熱

心
だ
っ
た
子
で
す
ね
」
と
柔

ら
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
で
す
。

　

「
県
立
姫
路
西
高
校
と
の
東
西

対
抗
は
記
憶
に
あ
り
ま
す
か
？　

早
慶
戦
の
よ
う
な
伝
統
的
な
行
事

は
今
後
も
継
続
さ
れ
ま
す
ね
。
友

愛
の
精
神
が
、
社
会
で
も
大
切
な

ん
で
す
よ
」
な
ど
、
ハ
ッ
と
さ
せ

ら
れ
る
お
言
葉
の
数
々
。
社
会
保

障
の
充
実
に
は
、
ま
ず
患
者
さ
ん

の
視
線
で
医
療
を
捉
え
る
重
要
さ

を
学
び
ま
し
た
。

　

湯
之
上
先
生
は
、
姫
路
・
西
播

支
部
主
催
の
接
遇
研
修
会
の
必
要

性
を
主
張
し
、
も
う
25
年
以
上
継

続
さ
れ
て
、
会
員
と
ス
タ
ッ
フ
対

象
の
接
遇
研
修
会
は
、
姫
路
・
西

播
支
部
の
大
き
な
継
続
事
業
と
な

り
ま
し
た
。
接
遇
研
修
会
で
は
、

医
療
従
事
者
の
礼
儀
マ
ナ
ー
、
言

葉
遣
い
が
、
来
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
へ
の
最
低
限
の
常
識
だ
と
強
調

さ
れ
続
け
た
こ
と
は
、
今
の
医
療

界
で
は
当
然
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
初
に
提
案
さ
れ
た
時
代
で
は
、

先
進
性
に
富
ん
だ
主
張
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
常
に
患
者
さ
ん
の
心

理
を
探
り
な
が
ら
の
医
療
提
供

は
、
す
べ
て
の
医
療
職
に
通
じ
る

内
容
で
す
。

　

湯
之
上
茂
先
生
。
五
・
七
・
五

の
十
七
音
に
込
め
ら
れ
た
、
俳
句

の
意
気
込
み
や
趣
も
ご
教
授
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
湯
之
上

先
生
の
心
に
秘
め
た
る
強
い
医
療

精
神
は
、
次
世
代
に
も
受
け
継
が

れ
る
よ
う
、
私
自
身
、
日
々
精
進

し
続
け
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。
今
は
、
と
に
か
く
、

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

世
間
は
広
い
よ
う
で
狭
い
で

す
。
高
校
生
の
私
を
覚
え
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
指
導
を
受
け
る
と

き
が
き
た
と
き
に
は
、
褒
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
友
愛
の

精
神
で
日
々
過
ご
し
ま
す
。
湯
之

上
先
生
。
再
び
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

記
入
実
習
、
感
染
予
防
対
策
に
つ

い
て

○
患
者
接
遇
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て

　

テ
キ
ス
ト
は
フ
ル
カ
ラ
ー
。
一

部
実
習
も
交
え
な
が
ら
全
４
部
と

も
大
変
充
実
し
た
内
容
で
と
て
も

分
か
り
や
す
か
っ
た
。

破
す
る
と
い
う
意
味
で
は
受
講
す

る
意
義
は
大
い
に
あ
る
と
感
じ

た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
他
の
ス

タ
ッ
フ
に
も
受
講
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

【
美
方
郡
・
歯
科 

 

山
田　

真
義
】

　

淡
路
支
部
は
11
月
７
日
、
県
立

淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
第

１
回
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
ド
ク
タ
ー
の
た
め
の
こ
れ
か
ら

の
お
金
の
話
」
を
同
医
療
セ
ン
タ

ー
で
開
催
。
上
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
で

公
的
保
険
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
丸
山

浩
氏
が
講
師
を
務
め
、
同
病
院
勤

務
医
ら
27
人
が
参
加
し
た
。

　

座
長
を
務
め
た
同
医
療
セ
ン
タ

ー
放
射
線
科
部
長
の
濱
中
章
洋
先

生
が
冒
頭
に
「
私
自
身
の
経
験
か

ら
公
的
年
金
制
度
の
仕
組
み
や
老

後
の
生
活
設
計
な
ど
は
、
若
い
時

期
に
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ

と
痛
感
し
て
い
る
。
転
勤
の
多
い

勤
務
医
は
老
後
を
保
障
す
る
年
金

を
か
け
続
け
る
こ
と
も
難
し
く
、

計
画
的
に
将
来
を
見
据
え
た
資
産

形
成
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
安

心
し
た
老
後
を
迎
え
る
た
め
に
生

涯
い
く
ら
必
要
な
の
か
、
イ
メ
ー

ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

丸
山
氏
は
、
公
的
年
金
制
度
の

仕
組
み
や
資
金
計
画
を
解
説
。
ま

た
、
実
際
の
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
を
用
い
て
、
将
来
受
け
取
れ

る
年
金
額
を
試
算
し
、
公
的
年
金

を
土
台
に
、
住
宅
・
教
育
・
老
後

と
い
う
人
生
の
三
大
支
出
に
備
え

た
資
金
計
画
を
、
若
い
う
ち
か
ら

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
必
要
性
を
強

調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
年
金
制
度

に
つ
い
て
何
も
知
識
が
な
く
て
も

分
か
り
や
す
か
っ
た
」、「
次
回
は

節
税
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
聞
き
た
い
」
等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

特
に
接
遇
の
講
義

は
、
男
女
問
わ
ず
一
般

社
会
人
と
し
て
大
い
に

役
立
つ
内
容
で
あ
り
、

続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
、
練
習
が
進
歩
に
つ

な
が
る
…
な
ど
教
訓
が

多
く
、
全
て
に
お
い
て

充
実
し
た
一
日
で
あ
っ

た
。

　

初
級
講
座
と
は
言
い

な
が
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
ス

タ
ッ
フ
も
認
識
を
改
め

る
た
め
、
少
し
〝
ず
れ

た
？
〞
固
定
観
念
を
打

感 想 文

初
心
者
も
ベ
テ
ラ
ン
も

充
実
の
一
日

初
級
歯
科
助
手
講
座

淡路支部　ライフプランセミナー淡路支部　ライフプランセミナー

人生の三大支出に
備えた資金計画を

追
悼　

湯
之
上
茂
先
生

　

協
会
姫
路
・
西
播
支
部
な
ど
で
長
ら
く
活
躍
さ
れ
た
、
姫
路
・
西
播

支
部
顧
問
の
湯
之
上
茂
先
生
が
昨
年
11
月
1
日
、
逝
去
さ
れ
た
。
追
悼

文
を
掲
載
す
る
。

友
愛
の
医
療
精
神
を

強
調
さ
れ
た
先
生

姫
路
・
西
播
支
部
副
支
部
長　
　

白
岩　

一
心

1931年生まれ。54年岡山大学卒業。
姫路市にて内科神経外科湯之上医院
開業　　　　　　　　　　　　　　
理事　　　　1987年６月～91年５月
評議員　　　91年７月～2001年５月
姫路・西播支部副支部長　　　　　
　　　　　　88年５月～2014年７月
同支部顧問　　　　　　14年７月～

湯之上茂先生（享年88歳）

松田先生が接遇のポイントを基礎から
ていねいに解説　　　　　　　　　　

丸山氏が資金計画を若いうちから
プランニングする必要性を強調　お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

日　時　２月２日（日）13時～16時　　会　場　 協会６階会議室
講　師　 田口智弘税理士（協会税務講師団）
参加費　 1000円（『保険医の経営と税務2020年版』資料代）
※医院経営研究会会員は無料

青色（白色）確定申告研究会青色（白色）確定申告研究会

「院内感染防止対策に係る施設基準（歯初診）」、
「外来環」、「歯援診」、「か強診」施設基準対応研修

歯科医療安全管理対策研究会

日　時　２月２日（日）14時～17時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　兵庫医科大学歯科口腔外科学講座准教授　野口　一馬先生

※ 参加された会員の先生には、「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強

診」の施設基準届出要件に対応した受講証を発行します。

※ 医療法で診療所レベルでも全職員に年２回義務付けられている研修

としても別途受講証を発行しますので、ご活用ください。

歯科定例研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

世界中で湧き起こる“歯科医科連携”への期待
～国民と医科を歯科医療に覚醒させるために～

日　時　２月９日（日）13時～16時　　会　場　協会５階会議室
※通常と時間が異なりますのでご注意ください
講　師　松山市・にしだわたる糖尿病内科院長　西田　亙先生　
定　員 120人（事前申込順）　　対　象　歯科医師、医師、歯科衛生士

　

１
９
８
１
年
４
月
、
私
は
、
幼

い
時
か
ら
夢
見
た
、
憧
れ
の
人
気

高
校
、
兵
庫
県
立
姫
路
東
高
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
入
学
式
の
来
賓
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２
０
１
９
年
８
月
に
公
開
さ
れ

た
人
気
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｂ
Ｄ
の

レ
ン
タ
ル
や
販
売
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
タ

イ
ト
ル
「
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ン
」
と
聞

い
て
、
朝
鮮
労
働
党
、
金
正
恩
委

員
長
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
数

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
全
然

違
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た

映
画
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ

ィ
」
の
監
督
が
指
揮
し
て
い
る
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
と
し
て
、
世
界

中
で
話
題
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
作
品
は
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
５

度
受
賞
し
た
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
世

界
的
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
エ
ル
ト

ン
・
ジ
ョ
ン
の
自
伝
的
映
画
に
仕

上
が
っ
て
い
ま

す
。
並
外
れ
た
音

楽
の
才
能
で
、
ま

た
た
く
間
に
ス
タ

ー
へ
の
階
段
を
駆

け
上
が
っ
て
い
っ

た
一
方
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
や
苦

悩
に
も
満
ち
た
エ

ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン

の
知
ら
れ
ざ
る
半
生
を
、「
ユ
ア

・
ソ
ン
グ
（
僕
の
歌
は
君
の

歌
）」
や
「
ロ
ケ
ッ
ト
・
マ
ン
」

な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
交
え
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ー
ン
で
描
き
出

し
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
郊
外
の
町
で
両
親
の

愛
情
を
得
ら
れ
な
い
で
育
っ
た
少

年
レ
ジ
ナ
ル
ド
（
レ
ジ
ー
）・
ド

ワ
イ
ト
は
、
唯
一
、
音
楽
の
才
能

に
は
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
ロ
ッ
ク
に
傾
倒
し
な
が
ら
、
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
め
ざ
す
こ
と
を

決
意
し
ま
す
。
レ
ジ
ー
は
、
新
し

い
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
「
エ
ル

ト
ン
・
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
名
前
で

音
楽
活
動
を
始
め
ま
す
。
そ
し

て
、
後
に
生
涯
の
友
人
と
な
る
作

詞
家
バ
ー
ニ
ー
・
ト
ー
ピ
ン
と
の

運
命
的
な
出
会
い
を
き
っ
か
け

に
、
成
功
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
て

い
き
ま
す
が
…
。

　

２
０
１
８
年
、
日
本
で
も
社
会

現
象
と
な
っ
た
大
ヒ
ッ
ト
作
「
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
の
デ

ク
ス
タ
ー
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
監

督
と
な
り
、「
キ
ン
グ
ス
マ
ン
」

シ
リ
ー
ズ
の
マ
シ
ュ
ー
・
ボ
ー
ン

が
総
制
作
者
を
担
当
し
、「
キ
ン

グ
ス
マ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
で
有
名
に

な
っ
た
タ
ロ
ン
・
エ
ガ
ー
ト
ン

が
、
エ
ル
ト
ン
役
を
熱
演
。
吹
き

替
え
な
し
で
歌
唱
シ
ー
ン
も
見
事

に
こ
な
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

エ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
本
人
も
制
作

総
指
揮
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
で
あ
り

な
が
も
、
隠
れ
た
苦
悩
は
計
り
知

れ
ず
。
並
外
れ
た
才
能
が
世
界
中

で
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で

の
葛
藤
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

作
品
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
華
麗
な
ダ
ン
ス
と
夢
を
貫
く
豊

か
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ド
ラ
マ
は
、

網
膜
に
焼
き
つ
い
て
何
日
も
離
れ

な
い
。
何
度
も
見
た
い
。
毎
日
だ

っ
て
見
た
い
。
そ
ん
な
多
幸
感
に

身
を
焦
が
す
映
像
を
、
あ
な
た
は

目
撃
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
長
い

も
の
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
矯
正
施

設
問
題
や
、
有
名
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
孤
独
感
が
増
す
様
子
、
薬
物

中
毒
問
題
に
も
触
れ
て
い
る
部
分

も
興
味
深
く
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る

部
分
で
も
あ
り
ま
す
。
経
済
的
に

も
家
庭
的
に
も
恵
ま
れ
す
ぎ
る
こ

と
の
弊
害
や
、
厳
格
す
ぎ
る
家
庭

環
境
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ

ィ
」
を
鑑
賞
し
て
感
動
さ
れ
た
人

た
ち
だ
け
で
な
く
、
レ
ジ
ー
（
エ

ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
）
が
音
楽
や
派

手
な
衣
装
と
引
き
換
え
に
自
己
嫌

悪
と
闘
う
苦
悩
の
生
涯
、
し
か
し

夢
を
追
い
続
け
て
い
る
姿
に
引
き

込
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ
２
０
１
８　

Paramount Pictures

　

今
年
初
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
に
私
と
小
２
の
息

子
、
年
少
の
娘
と
参
加
し
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
パ
ー
テ

ィ
ー
の
前
は
ビ
ン
ゴ
大
会
を
楽

し
み
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
パ

ー
テ
ィ
ー
が
終

わ
っ
た
後
は
、

マ
ジ
ッ
ク
が
相

当
楽
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。
宙

に
浮
く
机
、
切

断
さ
れ
て
い
る

は
ず
な
の
に
動

く
手
、
繋
が
っ

て
い
る
は
ず
な

の
に
外
れ
る
金

属
リ
ン
グ
が
特

に
興
味
津
々
だ

っ
た
よ
う
で

す
。
し
か
も
マ

ジ
シ
ャ
ン
の
方

が
「
今
日
は
お
子
さ
ん
が
多
い

か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
間
近

で
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
て
く
だ

さ
る
心
遣
い
も
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。

　

ま
た
子
ど
も
た
ち
は
サ
ン
タ

姿
の
樫
林
義
雄
先
生
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
ビ
ン
ゴ

大
会
で
も
景
品
を
当
て
て
、
帰

り
道
も
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
ほ
く
ほ
く
顔
で
し
た
。
お

料
理
も
、
娘
が
ゼ
リ
ー
を
次
々

と
食
べ
て
い
た
の
で
、
満
足
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
子
ど
も

達
は
ギ
タ
ー
の
演
奏
を
初
め
て

見
て
、
ギ
タ
ー
を
膝
に
の
せ
て

弾
く
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。

　

普
段
の
日
常
で
は
体
験
し
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
き
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

【
準
会
員　

古
森　

亜
理
】

　

明
石
支
部
は
11
月
30
日
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
で
、

第
９
回
目
と
な
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
会
員

・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
な
ど
９
医
療
機
関
63
名
が
参
加
し
た
。
今

年
も
毎
年
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
や
、
プ
ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ト
リ

ッ
カ
ー
・
ロ
キ
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
披
露
で
盛
り
上
が
っ

た
。
参
加
者
の
感
想
を
掲
載
す
る
。プ

ロ
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ト
リ
ッ
カ
ー
・
ロ
キ
さ
ん
が

宙
に
浮
く
机
な
ど
の
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露　
　
　
　

プロのマジックに

びっくり！

明石支部　クリスマスパーティー明石支部　クリスマスパーティー

　

本
書
は
、
医
療
保
険
の
一
部
負

担
金
に
お
け
る
先
行
研
究
、
法
的

根
拠
、「
厚
生
労
働
白
書
」
に
み

る
変
遷
、
お
よ
び
そ
の
あ
り
方
を

ま
と
め
た
良
書
で
あ
る
。
協
会
は

「
一
部
負
担
金
」
の
増
加
に
は
一

貫
し
て
反
対
し
て
き
た
が
、
そ
の

方
針
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
力

強
い
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。
ぜ
ひ

全
会
員
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
健
康
自
己

責
任
論
が
「
一
部
の
者
だ
け
の
特

異
な
持
論
で
は
な
く
、
複
数
の
調

査
か
ら
根
強
い
論
で
あ
る
」
と
認

め
た
う
え
で
、「
社
会
疫
学
」
で

ず
し
も
明
白
で
な
い
自
己
責
任
論

を
背
景
に
、
適
宜
負
担
割
合
を
設

定
し
て
き
た
の
が
実
情
で
あ
る
」

と
看
破
す
る
。

　

第
２
章
で
は
、
膨
大
な
厚
生
労

働
白
書
か
ら
「
一
部
負
担
」
を
丁

寧
に
拾
い
上
げ
、
そ
の
変
遷
を
分

析
す
る
。
こ
こ
は
分
量
が
多
い
た

め
、
同
章
の
「
お
わ
り
に
―
厚
生

労
働
白
書
は
『
医
療
保
険
』
一
部

負
担
を
ど
う
見
て
き
た
か
」
を
読

ん
で
か
ら
読
み
返
す
と
理
解
が
深

ま
る
。

　

第
３
章
で
は
、
厚
労
白
書
や
先

行
研
究
者
が
、
一
部
負
担
の
根
拠

を
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
」
や
「
濫

用
防
止
」
と
す
る
の
は
心
理
的
圧

力
で
あ
り
、
科
学
的
に
は
検
証
さ

れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
ま

た
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
「
私
的

財
」
で
あ
る
と
の
論
に
対
し
て

は
、「
国
民
の
健
康
権
、
生
存
権

を
含
む
基
本
的
人
権
を
、
代
金
の

支
払
い
の
有
無
で
選
別
・
排
除
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
問
視

し
、
医
療
を
含
む
社
会
保
障
は

「
公
共
財
」
で
あ
る
と
主
張
す

る
。

　

第
４
章
で
は
、
一
部
負
担
増
に

よ
る
受
診
抑
制
の
研
究
事
例
と
と

も
に
、
当
協
会
の
行
っ
た
「
小
児

の
夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所
受
診

者
数
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
」
を
取
り
上
げ
、
こ
ど
も
医
療

費
助
成
に
よ
る
「
安
易
な
受
診
」

は
増
加
し
て
い
な
い
と
の
結
果
を

紹
介
し
て
い
る
。

　

第
５
章
で
は
、「
社
会
保
険
」

に
お
け
る
「
人
権
原
理
」「
社
会

原
理
」
あ
る
い
は
「
社
会
扶
養
原

理
」
か
ら
、「
公
費
投
入
」
や

「
事
業
主
負
担
（
企
業
負
担
）」

の
意
義
を
説
明
し
、「
人
権
と
し

て
の
社
会
保
障
」
を
強
調
す
る
。

ま
た
「
健
康
保
険
か
ら
排
除
さ
れ

る
被
用
者
と
無
保
険
問
題
」
で

は
、
当
協
会
が
１
９
８
８
年
よ
り

続
け
て
い
る
「
国
保
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
に
お
け
る
問
題
意
識
を
共

有
し
て
い
る
。

　

第
６
章
で
は
、「
人
権
と
し
て

の
社
会
保
障
と
能
力
の
共
同
性
」

と
題
し
て
、「
人
間
の
尊
厳
」「
思

考
能
力
と
優
生
学
」「
尊
厳
の
要

素
と
し
て
の
人
格
」、
さ
ら
に
は

「
生
命
倫
理
」「
日
本
国
憲
法
」

「
能
力
の
共
同
性
」「
応
能
負
担

の
根
拠
」
な
ど
を
論
じ
る
。「
支

配
と
し
て
の
社
会
保
障
」「
尊
厳

を
踏
み
に
じ
る
側
は
、
常
に
公
権

力
や
支
配
者
」「
人
権
思
想
が
、

国
民
的
運
動
の
支
柱
」
な
ど
の
熱

気
を
帯
び
た
言
葉
が
並
ぶ
。
こ
の

章
は
短
め
だ
が
筆
者
の
主
張
が
凝

縮
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
底
に
流

れ
る
考
え
の
方
向
性
と
ベ
ク
ト
ル

の
大
き
さ
が
、
自
身
の
経
験
か
ら

生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
把
握

で
き
、
説
得
力
と
信
頼
感
が
増
強

さ
れ
る
。
こ
の
章
は
じ
っ
く
り
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

 

【
明
石
市　

西
山　

裕
康
】

は
、「
異
な
る
立
場

を
と
っ
て
い
る
」
と

す
る
。

　

第
１
章
で
は
、

「
一
部
負
担
」
の
制

度
的
根
拠
、
歴
史
的

文
書
に
見
る
考
え
方

を
概
説
し
、「
そ
の

時
々
の
政
権
が
、
必

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

死亡保険は安さが一番！ネット生保の保険料と比べてください
最高保障額 1億2000万円！グループ保険グループ保険6000万円6000万円 新グループ保険6000万円＋＋

＋

○断然安い保険料
○毎年高配当を継続　昨年度は54％配当
○最高6000万円の大型保障
○配偶者も1000万円セット加入OK

※制度改善でもっとよくなりました！
① 最高保障額を6000万円にアップ
② 保険料を平均20％ダウン
③ 満期年齢を80歳にアップ

グループ保険が　　　　 よくなりました！＼もっと／

※制度改善でもっとよくなりました！
① 最高保障額を6000万円にアップ
② 掛金をダウン

○掛金負担なしで先進医療保険加入OK
○掛金は協会グループ保険より低廉
○配偶者セット加入も最高3000万円
○こども加入特約あり（400万円）

協会グループ保険の上乗せ保障に

グループ保険グループ保険 新グループ保険新グループ保険

ロ
ケ
ッ
ト
マ
ン

白岩一心

122

芝
田　

英
昭　

著

『
医
療
保
険「
一
部
負
担
」の

 

根
拠
を
追
う
』

発
行　

㈱
自
治
体
研
究
社
、
１
８
０
０
円
＋
税

「ハンセン病問題と私たちの責任」
日　時　２月15日（土）14時～16時
会　場　協会５階会議室
講　師　 ハンセン病家族訴訟弁護団

共同代表　徳田　靖之氏

■西宮・芦屋支部■市民学習会
「やる気を引き出す雇用管理
 ―採用から退職まで」
日　時　２月22日（土）14時～16時
会　場　姫路市・じばさんびる401
講　師　社会保険労務士　桂好志郎氏

■姫路・西播支部■医院経営研究会

「知って得する医療・福祉の役立つ制度」
日　時　２月15日（土）15時～17時
会　場　 尼崎市中小企業センター　

401会議室
講　師　神戸女子大学講師
 　阿江善春先生

■尼崎支部■医療と福祉を考える会
「患者さんに信頼される医療機関づくり」
第１回　知って得する医療・福祉の役立つ制度
日　時　２月22日（土）15時～17時
会　場　協会６階会議室
講　師　神戸女子大学講師
 　阿江善春先生

■神戸支部■勉強会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

感
想
文
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て
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Ｉ
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Ａ
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神

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
神
戸戸（
下
）

（
下
）

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

こ
の
宿
は
、
大
女
将
の
砂い

さ
ご金
美

津
子
さ
ん
（
83
歳
）
が
有
名
人

で
、
夕
食
時
に
あ
い
さ
つ
し
に
回

っ
て
来
て
、
軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
く
れ
る
。
働
き
始
め
て
65

年
、
女
将
歴
55
年
と
は
思
え
な
い

若
々
し
さ
で
自
然
体
を
モ
ッ
ト
ー

と
さ
れ
て
い
て
、
２
０
１
６
年
に

神
戸
市
民
福
祉
顕
彰
功
労
賞
、
兵

庫
県
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
、
２

０
１
８
年
春
に
は
黄
綬
褒
章
を
受

章
し
て
い
る
。

　

当
宿
は
高
校
球
児
の
宿
舎
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
星
稜
高
校
出

身
の
松
井
秀
喜
氏
と
は
交
流
が
続

く
。
現
在
は
、
息
子
の
砂
金
伸
和

さ
ん
が
社
長
を
務
め
、
専
務
取
締

役
の
若
女
将
・
山
田
佐
知
さ
ん
が

取
り
仕
切
る
。

　

温
泉
は
神
戸
市
灘
区
篠
原
南
町

た
湯
船
が
ほ
の
か
に
檜
の
香
り
を

か
も
し
出
す
。
い
ず
れ
の
浴
室
も

狭
め
で
湯
船
は
小
さ
く
、
貸
し
切

り
湯
も
な
い
が
、
客
室
数
が
27
室

（
収
容
人
数
65
人
）
と
宿
泊
者
が

多
く
な
い
た
め
浴
室
は
混
ま
ず
、

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
。
泉
質

は
、
重
曹
泉
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
塩

化
物
・
炭
酸
水
素
塩
温
泉
）
で
、

洗
浄
効
果
や
保
湿
効
果
の
高
い
重

曹
成
分
を
多
く
含
み
美
肌
の
湯
・

美
人
の
湯
と
も
い
わ
れ
る
。

　

某
ク
ー
ポ
ン
サ
イ
ト
で
「
純
神

戸
牛
会
席
プ
ラ
ン
」
の
１
泊
２
食

つ
き
宿
泊
券
が
購
入
で
き
る
。
ク

ー
ポ
ン
は
何
度
で
も
使
用
可
能

で
、
土
日
祝
日
前
夜
や
満
室
日
を

避
け
れ
ば
コ
ス
パ
は
高
い
。
女
将

や
ス
タ
ッ
フ
の
お
も
て
な
し
が
温

か
い
。 

【
西
区　

前
田　

達
生
】

源
泉
名
（
湧
出
地
）：
六
甲
の
湯

泉
質
：
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
塩
化
物
・

炭
酸
水
素
塩
温
泉　

低
張
性
・
中

性
・
低
温
泉

泉
温
：
31
・
７
℃
（
気
温
７
℃
）

性
状
：
淡
緑
黄
色
透
明
、
微
塩
味

鉄
味
、
ほ
と
ん
ど
無
臭
、
ガ
ス
発

泡
あ
り
、
放
置
す
る
と
茶
褐
色
を

呈
す

pH
：
７
・
０

密
度
：
０
・
９
９
９
６
ｇ
／
㎤

（
20
℃
／
４
℃
）

蒸
発
残
留
物
：
０
・
９
６
３
ｇ
／

㎏

で
汲
ま
れ
、
ト
ラ

ッ
ク
で
運
ん
で
来

る
加
水
な
し
の
天

然
温
泉
で
、
扇
音

の
湯
（
壺
の
湯
）

は
御
影
石
で
組
ま

れ
た
シ
ッ
ク
な
浴

室
。
扇
光
の
湯

（
滝
の
湯
）
は
浴

室
の
片
面
が
竹
で

組
ま
れ
、
扇
の
形

の
窓
か
ら
取
り
入

れ
た
柔
ら
か
な
光

で
浴
室
内
を
照
ら

し
、
檜
で
組
ま
れ

柔らかい光差し込む「滝の湯」では
檜の香りでくつろげる　　　　　　

文化部チケット斡旋

男はつらいよ
お帰り寅さん

50

全国の映画館で上映中
※ 上映期間、上映回数は劇場により異
なります。

出　演　 渥美清、倍賞千恵子、吉岡秀
隆、後藤久美子、前田吟ほか

お問い合わせ・お申し込みは、☎078－393－1809 文化部まで

会員特別割引　当日一般1,900円、前売1,400円　
　　　　　　　⇒1,200円でご覧いただけます。

Ⓒ
２
０
１
９
松
竹
株
式
会
社

　

今
年
は
子
年
（
鼠
年
）。
ネ

ズ
ミ
の
語
源
は
、
倉
庫
に
貯
蔵

し
て
い
た
食
料
を
盗
む

nusumu

↓nesumi

と
な
っ
た

説
も
あ
る
が
、
正
し
く
は
野
ネ

ズ
ミ
等
が
植
物
の
根
の
近
く
に

棲
む
の
で
、
根
棲
み
↓
ネ
ズ
ミ

と
な
っ
た
ら
し
い
。

　

齧げ
っ

歯し

類
と
し
て
ネ
ズ
ミ
は
繁

殖
力
が
強
い
。
哺
乳
目
の
中
で

も
種
類
が
多
く
、
リ
ス
や
ム
サ

サ
ビ
、
ヤ
マ
ア
ラ
シ
等
が
世
界

中
に
分
布
し
繁
栄
し
て
い
る
。

一
部
は
人
類
が
航
海
す
る
時
、

船
内
に
貯
蔵
し
て
い
る
穀
物
に

潜
入
し
て
、
世
界
中
に
広
が
っ

た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ

大
陸
を
発
見
す
る
前
に
、
バ
イ

キ
ン
グ
が
先
に
到
着
し
て
い
た

こ
と
が
、
ネ
ズ
ミ
の
死
骸
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
か
ら
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や
、
ト
ム

と
ジ
ェ
リ
ー
の
よ
う
な
つ
ぶ
ら

で
あ
る
。

　

さ
て
外
交
の
安
倍
首
相
。
国

費
を
使
い
ム
サ
サ
ビ
の
ご
と
く

海
外
を
飛
び
回
っ
て
い
る
が
、

北
方
領
土
、
拉
致
被
害
者
、
日

韓
問
題
、
米
国
か
ら
の
旧
式
武

器
の
爆
買
い
と
成
果
な
し
。
さ

ら
に
は
モ
リ
カ
ケ
の
公
文
書
、

桜
を
見
る
会
の
証
拠
文
書
を
シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
齧
歯
類
の
ご
と

く
齧
っ
て
破
棄
し
た
。
内
政
外

交
成
果
な
し
。
梧
鼠
の
五
技
そ

の
も
の
で
な
い
か
。

　

隣
国
に
タ
マ
ネ
ギ
男
と
い
う

法
相
が
い
た
が
、
本
邦
に
は
ネ

ズ
ミ
男
な
ら
ぬ
ム
サ
サ
ビ
男
が

君
臨
し
て
い
る
。
せ
め
て
多
産

の
ネ
ズ
ミ
に
倣な

ら

っ
て
、
少
子
化

に
歯
止
め
を
か
け
て
も
ら
い
た

い
が
、
今
の
政
権
で
は
期
待
で

き
そ
う
も
な
い
。
正
月
の
め
で

た
さ
も
ネ
ズ
ミ
の
鳴
き
声
の
よ

う
に
「
中

チ
ュ
ウ

」
く
ら
い
か
。

な
瞳
の
可
愛
い
利
口
な
小
動
物

よ
り
も
、
鼠
咬
症
や
ペ
ス
ト
等

の
病
原
体
を
伝
播
さ
せ
、
書
庫

の
重
要
な
書
籍
や
経
典
を
齧か

じ

る

害
獣
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し

か
し
わ
れ
わ
れ
医
師
に
と
っ
て

は
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
や
モ
ル
モ

ッ
ト
等
の
実
験
動
物
と
し
て
人

に
は
停
留
睾
丸
や
鼠
径
ヘ
ル
ニ

ア
を
発
症
す
る
。

　

齧
歯
類
に
犬
歯
は
な
く
、
一

生
伸
び
る
門
歯
と
２
〜
３
対
の

臼
歯
が
あ
り
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

の
ご
と
く
物
を
齧
る
食
性
を
有

す
る
。

　

梧ご

鼠そ

（
ム
サ
サ
ビ
）
の
五
技

類
に
貢
献
し
た
種
も
い
る
。

　

男
子
の
睾
丸
は
発
生
学
的
に

女
子
の
卵
巣
に
相
当
し
、
腹
腔

か
ら
陰
嚢
に
下
降
す
る
時
、
鼠

の
ご
と
く
狭
い
隙
間
を
通
る
の

で
、
鼠
径
管
と
し
て
解
剖
学
者

が
名
づ
け
、
鼠
は
睾
丸
の
意
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ

と
い
う
成
句
が
あ
る
。
空
中
を

飛
べ
る
が
大
し
た
こ
と
は
な

い
、
木
に
登
れ
る
が
先
端
ま
で

登
れ
な
い
、
穴
を
掘
る
が
身
を

隠
す
ほ
ど
掘
れ
な
い
、
泳
げ
る

が
谷
を
渡
れ
な
い
、
走
れ
る
が

速
く
な
い
。
す
な
わ
ち
多
才
で

あ
る
が
中
途
半
端
で
あ
る
意
味

員員 稿稿
会 投

子
年
に
ち
な
ん
で

〜
ネ
ズ
ミ
は
齧
る

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

〒651－0056　神戸市中央区熊内町４丁目３－７
電話： 078－241－0135 

（予約専用電話番号：0120－470－135）
FAX：078－241－0195
駐車場：10台（有料、要事前連絡）
ホームページ：http://www.isago.co.jp/
ブログ： http://www.isago-kobe.com/ 

（若女将のここにさち（佐知）あり）

に
無
償
提
供
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
？　

な
お
、
そ
の

場
合
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
な
ど
の
ス
ト
レ
ー

　

今
年
１
月
14
日
を
も
っ
て
、

W
indows7

の
サ
ポ
ー
ト
が
打

ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
さ
て
、

W
indows7

の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
ど
う
さ
れ

ま
し
た
か
？　

ど
う
さ
れ
よ
う

と
考
え
て
い
ま

す
か
？

　

私
は
協
会

で
、
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
部
員

と
し
て
こ
れ
ま

で
も
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
の
再
生

を
企
画
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
①

も
し
ご
不
要
に

な
っ
て
い
る
の

が
あ
れ
ば
、
私

ジ
の
デ
ー
タ
は
漏
出
し
な
い
よ
う

に
デ
ジ
タ
ル
上
で
破
壊
処
理
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
②
「
Ｐ
Ｃ
再

生
教
室
」
を
開
催
す
る
な
ら
、
ご

自
身
の
機
種
を

持
ち
込
ん
で

「
自
ら
再
生
作

業
を
し
て
み
た

い
！
」
と
思
わ

れ
る
方
、
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
？

　

企
画
と
し

て
、
検
討
し
て

み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、

協
会
事
務
局
☎

078
―
393
―
１
８

０
７
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
ご

説
明
、
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ノートパソコン
再生企画へご協力を

東灘区　　森岡　芳雄

員員 稿稿
会 投

医科保険請求

〈訪問看護指示料〉
Ｑ１　患者に対する訪問の指示を以下
のように行った場合、訪問看護指示料
を算定できるか。
①訪問看護ステーションの理学療法士
または作業療法士等に訪問リハビリを
指示した場合
②特別の関係にある訪問看護ステーシ
ョンに指示した場合
③他の医療機関に訪問看護を依頼した
場合
④特別の関係にある医療機関におい
て、在宅患者訪問看護指導料を算定し
ており、同月に訪問看護ステーション
に指示した場合
⑤２カ所以上の訪問看護ステーション
に指示を行った場合や、急性増悪など
により同月に同じ訪問看護ステーショ
ンに複数回指示した場合
⑥６カ月が有効期間の訪問看護指示を
行った後、指示を行った翌月以降に、
病状の変化などにより指示内容の変更

を行った場合
⑦退院時に入院医療機関が訪問看護ス
テーションに指示を行い、その同月
に、在宅での療養を担う他医療機関が
改めて訪問指示した場合
Ａ１
①算定できます。
②特別の関係にあっても算定できま
す。
③訪問看護指示料は算定できず、診療
情報提供料（Ⅰ）を算定します。
④特別の関係にある他医療機関で在宅
患者訪問看護・指導料を算定している
場合、自医療機関では訪問看護指示料
は算定できません。
⑤いずれも、患者一人につき月１回に
限り算定できます。
⑥改めて訪問看護指示料を算定できま
す。
⑦いずれの医療機関でも算定できま
す。

前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり

湯 宿 旅湯 宿 旅
⑩⑩

不要なPCありませんか？
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）
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診診 内内 研研
よよ りり 510

医療法人社団　廣仁会　札幌皮膚科クリニック
褥瘡・創傷治癒研究所 安部　正敏先生講演

（12月15日号からのつづき）

表在性真菌感染症
　表在性皮膚真菌症は極めてありふ
れた疾患であり、かなりの数の患者
が正しく治療していないといわれて
いる。正しく治療しなければ同居す
る家族にもうつるため、適切な対策
が求められる。一方失禁している患
者などにおいては、オムツ部を中心
として容易にカンジダ症を来すの
で、適切な診断と対処が必要であ
る。
　白癬は、いわゆる「水虫」であ
り、真菌の一種である皮膚糸状菌に
よる感染症である。なかでも爪白癬
は、真菌の貯蔵庫となり、周囲への
感染源となるため、きちんとした治
療を行う必要がある。本症は、手指
に比較し足趾に多くみられ、特に第
１趾に好発する。周囲の炎症症状を
伴うことは少なく、爪の肥厚、白
濁、脆弱化がみられ、爪が脆く剥が
れやすくなる。無論足白癬を合併す
ることも多く、周囲皮膚の観察も重
要である。部位により「頭部白癬」
「体部白癬」「手白癬」「股部白癬」
「足白癬」「爪白癬」と分類される
が、あくまで部位の違いである。原
因となる菌糸は数種類あるが、重要
ではないため割愛する。
　他方、カンジダは白癬とは異な
り、仮性菌糸を有する真菌であり、
ヒトでは腸管では常在菌である。失
禁患者のオムツ部などは、皮膚が浸
軟し、カンジダ症が好発する。「カ
ンジダ」も部位による分類が多い
が、口腔内など、粘膜にも好発する
点を注意すべきである。

臨床診断のポイント
　表在性皮膚真菌症の臨床診断にお
いて重要な点は、皮疹が環状を呈
し、中心治癒傾向がみられることで
ある（図３）。環状紅斑はさまざま

様々な皮膚疾患でみられるが、表在
性皮膚真菌感染症においても、重要
な所見である（図４）。すなわち真
菌が感染すると、角層を外側に移行
するため、皮疹は環状に拡大し、中
心治癒傾向が生ずる（図５）。
　診断はいわゆるKOH法による。皮
疹部より採取した鱗屑、爪片、毛、
粘膜などの試料をスライドグラス上
に載せ、10～30％KOHを数滴たらし
カバーグラスをかぶせる。この状態
で数分間静置する。その後、カバー
グラスを軽度圧迫し、顕微鏡で観察
する。100倍で観察し、真菌要素を
確認する（図６）。KOHにジメチル
スルフォキサイド（DMSO）を約20
％混合すると鱗屑への浸透性が高ま
り、より観察が容易となる。

治療とケアの留意点
　治療とケアのポイントは、当然で
あるが、家族を含めた他人にうつる
疾患であることを理解させる。入浴
中よりも、足ふきマット、タオルの
共用、じゅうたんなどで感染する。
　診断には真菌検鏡が必要であるた
め、安易に市販の抗真菌薬などを投
与することは厳に慎むべきである！
無論、副腎皮質ステロイド外用薬な
どを使用した場合、症状は直ちに増

ることである。広く用いられるイミ
ダゾール系薬剤は抗菌域が広い。最
近のラノコナゾール（アスタットⓇ）
やルリコナゾール（ルリコンⓇ）は
白癬菌に対する効果も高い。また、
白癬菌が確実であれば、チオカルバ
メート系のリラナフタート（ゼフナ
ートⓇ）などは白癬に対する抗菌活
性が強化されており、極めて有効で
ある。ほとんどの抗真菌外用薬には
剤型として、クリームのみならず液
剤もあり、爪白癬にも便利である。
 （つづく）

腎皮質ステロイド外用薬を使用した
場合には局所免疫が低下するため真
菌の増殖が促され、結果として容易
にKOH法で菌糸が検出可能となり、
確定診断が可能となる。最終的に患
者の利益となる方法をとるべきであ
る。
　ケアはまず、なにより清潔指導を
行う。足の洗浄方法などを指導し実
践させる。また、タオルや足ふきマ
ットの共用を禁止する。その上で、
通常は外用療法を行う。重要なのは
病変部のみではなく、全体に塗布す

図３　白癬の臨床所見

図５　体部白癬の臨床所見

図４　接触皮膚炎と白癬の臨床所見の特徴

図６　KOH法による白癬の所見

白癬接触皮膚炎

これだけは押さえておきたい皮膚疾患診療のコツ（中）
～こっそり学ぶ！ありふれた皮膚疾患～

悪する。ただし、現実に
は皮膚表在性真菌症を疑
う患者すべてを皮膚科医
に受診させることは不可
能なことである。この場
合、診断を優先するがあ
まり治療を行わないの
は、患者とその家族から
は治療放棄ととられかね
ない。
　もし、確定診断がつか
ぬまま治療を行う場合に
は“治らなければ皮膚科
を受診する”という前提
の下、ぜひ副腎皮質ステ
ロイド外用薬を用いてい
ただきたい。抗真菌薬を
使用して治らない場合、
皮膚科を受診しても皮膚
科医はKOH法を行っても
菌糸は見つからないの
で、そもそも真菌症でな
いのか、抗真菌薬を使用
したためか分からなくな
ってしまう。しかし、副

　忙しい日常臨床の外来では、多くの医師はいくつかのキーワードと
なる病歴・身体所見を拾い上げ、時間をかけずに診断していると言わ
れています。
　一発診断（直観intuition）は、限られた重要な情報を的確に把握し
て仮診断し、自分の頭の中にストックされているillness script（重要
な情報でまとめられた病気の脚本）と仮診断とが完全に合致している
かを検証するため、診断エラーになりにくいと言われています。しか
し、症状・所見のみを取り上げて自分の過去の経験に短絡的に結びつ
けてしまうと、それは単なる直感insightになり、診断エラーにつなが
ります。
　本研究会では、愛知医科大学病院プライマリ・ケアセンター（通
称：AMU PCC）で実際に経験した症例を元に、皆さまとキーワード
を拾い上げて、診断を楽しみたいと思います。また、鑑別診断とその
鑑別ポイントについてもお話しし、プライマリ・ケアの外来ですぐに
役立つ内容にしたいと思います。皆さま、奮ってご参加ください。
 【中川　記】

日　時　２月１日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　愛知医科大学病院　総合診療科・プライマリケアセンター　
 中川　紘明先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

プライマリケアの現場で役立つ一発診断
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